
Copyright © 第 48 回東北中学校バスケットボール大会実行委員会, All rights reserved. 

 
戦 評 

 男子決勝は山形市立第三中学校（山形）と東北学院中学校（宮城）の対戦となった。 

 第１Ｑ、両チームともハーフコートマンツーマンでスタート。東北学院＃５のジャンプシュート、山形

第三＃５のゴール下から始まり、お互いに点数を取り合う。山形第三＃６＃５の３Ｐでリードするが、東

北学院＃５の連続得点で点差は広がらず。残り１分を切り、山形第三＃６のスティールからの速攻で１５

－１２と山形第三が３点リードして第１Ｑ終了 

 第２Ｑ、山形第三＃７のドライブ、東北学院＃８のゴール下から始まり、第１Ｑ同様お互いに点数を取

り合う展開が続く。東北学院は＃６のジャンプシュートや＃５のドライブの連続得点により、残り４分で

同点に追いつく。しかし、山形第三も＃５のドライブや＃４の３Ｐですぐにリードを奪い返し、２７－２

５と山形第三の２点リードで前半を終了。 

 第３Ｑ開始早々、東北学院＃５＃６＃８の３連続得点で逆転するが、前半同様に点数を取り合う展開が

続く。残り２分、山形第三は３連続得点で逆転するが、東北学院も＃５のバスケットカウントですぐに逆

転する。山形第三は＃１４のゴール下や＃５のバスケットカウントで再び逆転し、４２－３９と山形第三

の３点リードで第３Ｑ終了。 

 第４Ｑ、東北学院がディフェンスでトラップをしかけて得点するが、山形第三は＃８＃４の連続得点で

リードを譲らない。その後お互いに点数を取り合う展開が続き、東北学院の連続得点で５５－５６と残り

１分で逆転したところで山形第三がこの試合最初のタイムアウト。山形第三＃５のリバウンドシュートや

東北学院＃４のフリースローで逆転を繰り返すシーソーゲームとなり、残り３６秒で５７－５８と東北学

院が１点リードしたところで山形第三が最後のタイムアウト。山形第三は＃５のドライブで逆転し、東北

学院が最後に逆転を狙ったシュートはリングに嫌われ、５９－５８で山形第三が初優勝を手にした。両チ

ームとも全国大会での活躍を期待させる素晴らしいゲームとなった。 

文責  志田 和彦 （山形県） 日比 崇寛  （山形県） 
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P･in　（×…先発選手　　／…交代選手） 2P…２ポイントシュート成功数 3P…３ポイントシュート成功数 FT…フリースロー成功数

18 015 渡　部　新　太

0

15 飯　澤　　　舜 18 0

14 古  澤  論  醐 1714 円　谷　日　向 17 0

13 岩  崎  惺  尚 16 013 川　内　竜　一 16 0

15 012 三  上  透  真

0

12 田　中　稜　輔 15 0

1 1 11 長　谷　誠　也 14

0

11 飯　澤　　　蓮 14 × 9 4

10 日下野　アスカ 13 ／ 0

1

10 會　田　広　海 13 0

12 ／ 09 鈴　木　大　智

0

9 佐　藤　理　貴 12 0

8 五十嵐　怜　汰 118 阿　部　里　音 11 0

7 宍　戸　隆　太 10 07 加　川　千　尋 10 0

9 06 児　玉　響　眞

12 6 4

6 安孫子　楓　也 9 0

1 3 5 丹　野　暉　也 8 ×

1 0

5 工　藤　翔　舞 8 × 3 1

4 佐々木　　　琉 7 × 1

4

4 片　山　航　輔 7 ／ 3 1 1 0

6 × 17 8 11 2 4 3 山　崎　紀　人

23 11 1 1

3 吉　田　法　登 6 × 8

2 2 2 尾　上　祐　樹 5 ×

3 1

2 白　澤　　　朗 5 × 29 12 1

1 三　浦　那一己 4 × 5 1

ﾌｧｳﾙ

1 秋　葉　泰　輝 4 × 7 2 1 1

番号 P･in 得点 2P 3P FT2P 3P FT ﾌｧｳﾙ № 選手氏名

19 宮城県

№ 選手氏名 番号 P･in 得点

チームＢ

山形市立第三中学校 59
12 - 13

58 東北学院中学校15 -

チームＡ 15 - 12

14

山形県 17 -

場　所 酒田市国体記念体育館
副審２ 鈴木　隆 福島県
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岩手県

副審１ 高平　吉康
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